
       【石海保育園 老朽化に伴う整備計画】     資料３ 

１ 施設概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 定員 

1 号 15人、2･3 号 80人 【計 95人】 

３ 整備の背景（老朽化状況） 

  ・建築後相当年数が経過し、主要構造部の劣化が進行。 

  ・近年、修繕費用の増加に伴い、全体改修ができず、部分的なその場しのぎの工事となり、

無駄なコスト増につながっている。 

   

４ 整備の必要性（児童数の状況） 

太子町                   単位：人 

   

 

 

       石海地区                    

 

 

（令和７年 11月 26日現在） 

  ・太子町の出生数は上記の表から年間 230人から280人内で推移しており、安定

的に一定の就学前児童が存在している。 

  ・保育需要は共働き世帯の増加により高止まりし、適切な保育環境の確保が不可欠

である。 

  ・既存施設の老朽化や過去の地震の影響により安全性・快適性の確保が課題となっ

ているため、令和 8年度から園庭部分に新園舎を建築開始し、令和 9年度に現

園舎を撤去するなどして、２か年に渡って質の高い保育環境を整備する。 

 

 

 

施設種別 保育所型認定こども園 

経営主体 社会福祉法人 明和福祉会 

施設名 石海保育園 

所在地 兵庫県揖保郡太子町福地 680番地 1 

整備区分 改築 

敷地面積 3,881.73 ㎡ 

現園舎延床面積 約 1,049.99㎡ 

新園舎延床面積 1,443.18 ㎡（予定） 

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 

198 237 232 244 277 256 264 

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 

83 79 76 93 62 79 80 



 

５ 財政支援を必要とする理由 

改築には多額の費用を要するが、自己資金のみでの対応には限界があるため、財

政支援が不可欠である。 

 

６ 整備内容（計画案） 

     

 

 

 

 

 

 

 

７ 事業費（概算） 

総事業費：852,700,000 円（税抜） 

 

８ 今後のスケジュール（予定） 

   令和  8 年度：実施設計、新園舎基礎工事 

   令和  9 年度：新園舎建築、旧園舎解体・撤去、工事完工 

令和 10年度：施設供用開始 

 

整備方法 敷地内建替え方式 

想定構造 RC造２階建 

主な機能 保育室6室、遊戯室、会議室、一時預かり室、沐

浴室、職員室、厨房、相談室、調乳コーナー、 

育成室（学童） 

安全面を考慮した設備 多目的トイレ、エレベーターなど 


